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横浜会議横浜会議
からの報告からの報告

三輪　律江
（横浜国立大学地域実践教育研究センター）

執　筆

地
域
協
働
に
よ
る
学
校
と
子
ど
も
の
地
域

参
画
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査
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（
注
１
）

　

日
本
学
術
会
議
子
ど
も
を
元
気
に
す
る
環

境
づ
く
り
戦
略
・
政
策
検
討
委
員
会

：

対
外

報
告
「
我
が
国
の
子
ど
も
を
元
気
に
す
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
の
国
家
的
戦
略
の
確
立
に

向
け
て
」、
２
０
０
７
・
７
・
13

（
注
２
）

　

本
研
究
は
以
下
の
研
究
成
果
を
活
用
し
て

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

三
輪
律
江
、
仙
田
満
、
矢
田
努
「
こ
ど

も
の
あ
そ
び
空
間
発
生
性
に
関
す
る
研

究 ―

大
都
市
市
街
地
に
お
け
る
こ
ど
も

の
あ
そ
び
環
境
実
態
調
査
デ
ー
タ
に
も
と

づ
く
分
析―

」、
日
本
建
築
学
会
計
画
系

論
文
集　

第
５
３
９
号
、pp.

１
８
７
〜

１
９
４
、２
０
０
１
・
１

　

海
老
原
修
、
佐
藤
祐
子
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
に
み
る
日
常
生
活
行
動
圏
域
の

可
視
化
」、
13
回
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
学
会

大
会
、
２
０
０
９
・
６

　

新
木
希
美
子
、
稲
垣
景
子
、
三
輪
律

江
、
佐
土
原
聡
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
活
動
圏
域
と
避
難
所
選
択
行
動

に
関
す
る
調
査
分
析
」、
日
本
建
築
学
会

学
術
講
演
梗
概
集
、F-1

、pp.

５
０
９
〜

５
１
０
、２
０
０
９
・
８

　

田
中
稲
子
、
石
田
悦
子
、
田
村
明
弘
、

三
輪
律
江
「
小
学
校
児
童
を
媒
介
と
し

た
住
環
境
行
動
の
家
庭
へ
の
波
及
効
果

に
関
す
る
研
究
」、
日
本
建
築
学
会
学
術

講
演
梗
概
集
、D

-1

、pp.

１
１
０
９
〜

１
１
１
０
、２
０
０
９
・
８

（
注
３
）

　

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
「
近
隣
自
治
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜
自
治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政

策
と『
自
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』の
展
望
〜
」、

２
０
０
１
・
３

　

稲
垣
景
子
、
永
松
伸
吾
、
長
坂
俊
成
「
横

浜
市
保
土
ケ
谷
区
和
田
町
地
区
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
つ
い
て
」、
地
域
リ
ス
ク
と
ロ
ー
カ
ル

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
防
災

科
学
技
術
研
究
資
料　

第
３
３
０
号
）、pp. 

21
〜
26
、
２
０
０
９
・
３

１　

は
じ
め
に

近
年
、
我
が
国
の
子
ど
も
の

成
育
を
巡
る
課
題
と
し
て
、
体

力
・
運
動
能
力
の
低
下
、
小
児
生

活
習
慣
病
の
増
加
、
生
き
る
意
欲

の
低
下
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

背
後
に
あ
る
成
育
環
境
の
あ
り
方

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
特
に
高
度

経
済
成
長
以
後
40
年
間
、
子
ど
も

の
遊
び
空
間
が
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、
日
常
生
活
に
組
み
込
ま
れ

た
多
様
な
体
験
の
機
会
の
喪
失
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

地
域
住
民
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
課
題
に
接
す
る
子
ど
も
た
ち

が
、
主
体
的
に
解
決
す
る
心
意
気

を
共
有
し
、
学
び
、「
ま
ち
」
へ

の
愛
着
を
育
む
仕
組
み
が
す
た
れ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景

を
ふ
ま
え
、日
本
学
術
会
議
で
は
、

子
ど
も
の
成
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
に
向
け
、
複
合
的
・
総
合

的
な
視
野
を
確
保
す
べ
く
研
究
領

域
分
野
が
横
断
的
・
戦
略
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言

し
て
い
る
（
注
１
）。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
子
ど

も
の
成
育
を
支
援
す
る
大
人
を

増
や
す
（「
成
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
再
構
築
）
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
課
題
に
取
り
組
む
機

会
の
促
進
を
目
指
し
、
学
校
区
や

連
合
町
内
会
等
を
単
位
範
囲
と
し

た
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
強

化
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
た
め
、
人

的
地
域
資
源
と
そ
れ
ら
の
活
動
圏

域
（「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
圏
域
」）

の
可
視
化
調
査
を
実
施
し
た
。

研
究
方
法
と
対
象
地
区
の

概
要

横
浜
市
内
の
８
地
区
を
対
象

と
し
、 

行
政
機
関
（
区
役
所
、
区

民
活
動
セ
ン
タ
ー
等
）
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
お
よ
び
既
存
デ
ー
タ
を
元

に
、
自
治
組
織
の
情
報
を
圏
域
と

し
て
把
握
す
る
。
さ
ら
に
、「
子

ど
も
の
育
成
」、「
健
康
福
祉
」、「
安

全
安
心
」、「
環
境
行
動
」
の
活
動

団
体
の
情
報
を
圏
域
と
し
て
把
握

し
な
が
ら
、
調
査
対
象
地
区
の
人

的
地
域
資
源
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
）
を
整
理
す
る
（
注
２
）。

横
浜
市
域
で
は
、
学
校
区
と

自
治
会
町
内
会
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
、消
防
団
等
の
区
割
り
は
、

必
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
地

域
協
働
を
進
め
る
た
め
の「
地
域
」

の
単
位
範
囲
を
定
め
に
く
い
状
況

に
あ
る
。
子
ど
も
の
あ
そ
び
空
間

発
生
性
が
高
い
空
間
と
し
て
、
特

に
「
小
学
校
」
と
「
公
園
」
が
挙

げ
ら
れ
、
学
校
区
域
と
公
園
を
拠

点
と
す
る
友
達
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
圏
域
は
概
ね
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
本
研
究
で
は
小
学
校
区
を

調
査
単
位
と
し
、
各
地
区
の
住

民
・
市
民
組
織
を
、
政
策
課
題
・

住
民
・
市
民
に
よ
る
共
同
事
務
の

範
囲
と
、
地
域
・
近
隣
性
の
強
弱

に
よ
っ
て
分
類
し
、「
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
マ
ッ
プ
」（
注
３
）
を

作
成
す
る
。
こ
れ
ら
活
動
圏
域
と

地
域
資
源
の
可
視
化
手
法
を
提
示

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
成
熟
型
社

会
に
お
け
る
組
織
再
編
や
公
共
施

設
の
再
配
置
計
画
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
指
す
。

対
象
地
区
の
概
要
を
表
１
に

示
す
。
人
口
は
平
成
17
年
度
国
勢

調
査
（
小
地
域
）、
用
途
地
域
は

平
成
15
年
度
都
市
計
画
基
礎
調
査

デ
ー
タ
を
用
い
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
用
い
小
学
校

区
単
位
で
再
集
計
し
た
。
本
稿
で

は
特
徴
的
な
３
地
区
（
Ａ
小
、
Ｇ

小
、
Ｈ
小
）
の
調
査
結
果
を
、
詳

細
に
述
べ
る
。

３　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
整
理

自
治
会
町
内
会
は
、
住
民
相

互
の
親
睦
や
福
祉
・
環
境
・
防
災
・

防
犯
等
の
地
域
活
動
を
行
う
代
表

的
な
住
民
自
治
組
織
で
あ
る
。
ま

た
、
区
域
を
越
え
た
広
域
的
な
組

織
と
し
て
地
区
連
合
町
内
会
（
以

下
、
連
合
町
内
会
）
が
あ
り
、
各

単
位
の
自
治
会
町
内
会
長
を
中
心

２
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に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
子

ど
も
会
や
、
老
人
会
、
婦
人
会
、

防
犯
防
災
部
（
自
主
防
災
組
織
）、

公
園
ご
と
に
公
園
愛
護
会
、
連
合

町
内
会
毎
に
推
薦
後
任
命
さ
れ
る

各
種
委
員
が
活
動
し
て
い
る
。
な

お
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活

動
範
囲
は
、
連
合
町
内
会
と
ほ
ぼ

同
じ
だ
が
、
母
体
は
異
な
る
。
小

中
学
校
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
が
あ

り
、
消
防
団
も
地
域
組
織
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
地
縁
型
住

民
自
治
組
織
は
、
市
全
域
に
ほ
ぼ

同
様
に
存
在
す
る
。
一
方
、
商
店

街
組
織
や
市
民
活
動
組
織
の
有
無

は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
地

域
を
特
定
せ
ず
活
動
す
る
市
民
活

動
組
織
も
多
い
。
ま
た
、
市
立
小

中
学
校
は
地
域
防
災
拠
点
（
避
難

場
所
）と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、

自
治
会
町
内
会
と
学
校
関
係
者
、

区
職
員
が
運
営
委
員
会
を
構
成
す

る
。

❶
Ａ
小
学
校
区

当
該
地
区
は
、
市
中
央
部
に

位
置
す
る
住
宅
地（
既
成
市
街
地
）

で
、
中
高
層
住
居
地
域
と
低
層
住

居
地
域
が
混
在
し
て
い
る
。
老
年

人
口
の
割
合
が
比
較
的
高
い
。
区

域
面
積
は
、
全
小
学
校
の
平
均
値

（
１
２
３
ha
）
に
近
い
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
マ
ッ
プ
を
図
１
に
示

す
。
24
の
自
治
会
町
内
会
（
５
連

合
町
内
会
）
と
、
４
小
中
学
校
の

地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
が
、

Ａ
小
学
校
区
域
内
を
活
動
範
囲
と

す
る
。
特
徴
的
な
組
織
に
「
タ
ウ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
」
が
あ

り
、
商
店
街
と
自
治
会
町
内
会
、

大
学
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
画
し
て

い
る
。
協
議
会
主
催
の
子
ど
も
ま

ち
探
検
企
画
で
は
、歴
史
、福
祉
、

安
全
安
心
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
し

た
ま
ち
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

平
成
15
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。
商

店
街
や
大
学
な
ど
地
域
特
有
の
人

的
地
域
資
源
を
活
か
し
、
成
育
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し
た
と
言
え

る
。

❷
Ｇ
小
学
校
区

当
該
地
区
は
、
郊
外
に
立
地

す
る
住
宅
地
で
、
低
層
住
居
地
域

が
大
半
を
占
め
る
。
唯
一
、
年
少

人
口
が
老
年
人
口
を
上
回
る
地
区

で
あ
る
。
区
域
面
積
は
小
さ
い
。

５
つ
の
自
治
会
町
内
会
（
２
連
合

町
内
会
）
と
、
２
小
学
校
の
地
域

防
災
拠
点
運
営
委
員
会
が
、
Ｇ
小

学
校
区
域
内
を
活
動
範
囲
と
す

る
。
当
該
地
区
で
は
、
小
学
校
で

の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

「
は
ま
っ
子
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
」

が
中
心
と
な
り
、
地
縁
組
織
と
市

民
活
動
組
織
、
学
校
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。平
成
20
年
夏
に
は
、

Ｇ
小
学
校
を
会
場
に
そ
う
め
ん
流

し
大
会
が
開
催
さ
れ
、
近
隣
小
学

校
の
児
童
も
参
加
（
計
１
０
０
名

超
）
し
、
様
々
な
組
織
か
ら
多
く

の
大
人
が
支
援
し
た
。
成
育
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
の
好
例
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

❸
Ｈ
小
学
校
区

当
該
地
区
は
、
商
業
地
域
が

８
割
以
上
を
占
め
る
湾
岸
の
既
成

市
街
地
で
、区
域
面
積
が
大
き
い
。

Ｈ
小
学
校
区
を
活
動
範
囲
と

す
る
自
治
会
町
内
会
数
は
38
（
５

連
合
町
内
会
）
と
多
い
が
、
近
年

建
設
さ
れ
た
超
高
層
住
宅
地
に
は

自
治
会
町
内
会
が
な
い
。
ま
た
、

４
小
中
学
校
の
地
域
防
災
拠
点
運

営
委
員
会
が
区
域
内
で
活
動
す

る
。
当
該
地
区
に
は
、
多
く
の
商

店
街
組
織
が
存
在
し
、
商
店
街
の

子
ど
も
神
輿
の
担
ぎ
手
を
広
く
地

域
に
呼
び
か
け
、
商
店
街
イ
ベ
ン

ト
で
子
ど
も
が
成
果
発
表
す
る
機

会
を
つ
く
る
な
ど
、
小
学
校
と
の

連
携
事
業
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
商
店
街
を
中
心
と
し
た

成
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。

活
動
圏
域
と
地
域
資
源
の

視
覚
化

こ
れ
ま
で
に
整
理
し
た
各
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
活
動

圏
域
を
可
視
化
す
る
。
集
計
単
位

は
、
１
０
０
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
（
１
／

10
細
分
メ
ッ
シ
ュ
区
画
）
と
し
、

各
格
子
の
重
心
を
代
表
点
と
す

る
。
各
圏
域
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ
間

の
誤
差
を
省
く
と
と
も
に
、
国
土

小学校区 面積
（ha）

人口密度
（人/ha）

人口割合（%） 主な用途地域
（各地区に占める割合）0～14歳 65歳以上

A 186 61.5 18.5 24.7 第１種中高層住居地域（50.7%）

B 152 105.0 10.0 12.2 第１種低層住居専用地域（39.0%）

C 131 79.4 11.6 19.2 未指定区域（49.8%）

D 130 30.8 30.0 39.9 第１種低層住居専用地域（59.6%）

E 101 93.1 11.1 21.7 第１種中高層住居地域（49.5%）

F 45 198.8 12.3 16.3 近隣商業地域（50.4%）

G 39 477.4 3.2 2.6 第１種低層住居専用地域（51.3%）

H 364 24.9 15.1 30.9 商業地域（86.3%）

全市 81.8 13.5 16.9
第１種低層住居専用地域
（39.0%）
未指定区域（24.5%）

図１　ステークホルダーマップ（Ａ小学校区）

表１　対象地区の概要

４
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数
値
情
報
の
提
供
単
位
に
合
わ
せ

る
こ
と
で
他
の
要
素
と
比
較
し
や

す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
活
動
圏
域

を
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
化
し
た
。
以

下
に
、
各
小
学
校
区
域
に
お
け
る

地
区
連
合
町
内
会
と
、
地
域
防
災

拠
点
区
域
の
重
複
状
況
、お
よ
び
、

地
域
資
源
の
立
地
状
況
を
示
す
。

❶
連
合
町
内
会
と
の
空
間
比
較

小
学
校
区
域
に
重
な
る
連
合

町
内
会
の
面
積
割
合
を
、
図
２
に

示
す
。
地
図
上
で
は
２
〜
７
分
割

さ
れ
、
地
区
に
よ
り
状
況
は
様
々

で
あ
る
。
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
活
動
圏
域
と
重
な
る
地
区

で
は
、
多
様
な
主
体
間
の
調
整
が

求
め
ら
れ
る
。

Ａ
小
、
Ｇ
小
、
Ｈ
小
の
各
地

区
の
地
図
を
図
４
に
示
す
（
白
抜

き
は
空
白
域
）。
Ａ
地
区
の
３
割

以
上
と
Ｈ
地
区
の
５
割
以
上
は
、

空
白
域
で
あ
る
。
Ａ
地
区
に
は
大

学
や
公
園
が
立
地
し
て
お
り
、
Ｈ

地
区
に
は
湾
岸
の
商
業
地
域
に
超

高
層
住
宅
が
新
規
開
発
さ
れ
、
自

治
会
町
内
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な

い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
空

白
域
の
扱
い
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
一
方
、
Ｇ
地
区
は
８
割
以

上
が
一
つ
の
連
合
町
内
会
の
圏
域

と
重
な
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
区

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
整
が
比
較

的
容
易
と
予
想
で
き
る
。

❷
地
域
防
災
拠
点
区
域
と
の
空
間

比
較

小
学
校
区
域
に
重
な
る
地
域

防
災
拠
点
の
避
難
区
域
の
面
積
割

合
を
、
図
３
に
示
す
。
複
数
の
地

域
防
災
拠
点
区
域
と
重
な
る
場

合
、
通
学
す
る
学
校
と
異
な
る
学

校
に
避
難
す
る
住
民
が
い
る
こ
と

を
示
す
。
地
図
上
で
は
２
〜
６
分

割
さ
れ
、
地
元
小
学
校
以
外
に
避

難
す
る
エ
リ
ア
が
約
10
〜
50
％
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ａ
小
、
Ｇ
小
、
Ｈ
小
の
各
地

区
の
地
図
を
図
５
に
示
す
（
白
抜

き
は
未
指
定
区
域
）。
Ａ
地
区
の

半
分
以
上
の
エ
リ
ア
が
、
Ａ
小
学

校
以
外
に
避
難
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
校
区
が
広

く
行
政
界
（
区
界
）
を
跨
い
で
い

る
一
方
、
地
域
防
災
拠
点
区
域
は

区
毎
に
自
治
会
町
内
会
を
基
本
単

位
と
し
て
指
定
し
て
い
る
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の

地
区
に
お
い
て
も
、
小
学
校
に
程

近
い
メ
ッ
シ
ュ
が
、
別
の
学
校
に

避
難
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

❸
地
域
資
源
の
立
地
状
況

調
査
対
象
の
小
学
校
区
域
に

あ
る
地
域
資
源
（
公
園
・
商
店
街
）

を
、
図
６
に
示
す
。
公
園
は
、
子

ど
も
の
遊
び
場
、
健
康
行
動
の
拠

点
、
災
害
時
の
避
難
地
、
環
境
教

育
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
う
る
貴

重
な
地
域
資
源
と
捉
え
ら
れ
る
。

Ｇ
地
区
は
、
街
区
公
園
の
誘
致
距

離（
２
５
０
ｍ
圏
）に
ほ
ぼ
カ
バ
ー

さ
れ
る
が
、
Ｈ
地
区
は
、
空
白
域

が
大
き
い
。
地
域
に
子
ど
も
の
遊

び
場
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
Ｈ

地
区
に
は
、
商
店
街
が
多
く
立
地

し
て
お
り
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

労
働
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場

と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

次
に
、
近
隣
住
区
の
概
念
に

基
づ
き
小
学
校
を
中
心
と
し
た
半

径
５
０
０
ｍ
圏
内
の
活
動
圏
域
を

調
べ
た
（
図
７
）。
学
校
は
必
ず

し
も
学
校
区
の
中
心
に
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
Ｇ
小
学
校

の
５
０
０
ｍ
圏
内
に
は
、
Ｇ
小
学

校
以
外
の
３
つ
の
小
学
校
区
が
在

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

連
合
町
内
会
、
防
災
拠
点
区
域
を

取
り
上
げ
る
と
様
々
な
地
域
資
源

の
圏
域
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い

る
様
子
が
把
握
で
き
る
。
小
学

校
の
施
設
利
用
者
は
児
童
に
限
ら

ず
、
広
く
地
域
に
開
か
れ
つ
つ
あ

る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
成
熟
型

社
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
こ
の
傾

向
は
進
む
と
考
え
ら
れ
、
施
設
周

辺
の
潜
在
的
な
ユ
ー
ザ
ー
を
把
握

す
る
た
め
、
学
校
周
辺
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
活
動
圏
域
情
報
を

整
理
す
る
こ
と
は
有
用
と
考
え
ら

れ
る
。

図３　各小学校区に重なる地域防災拠点区域の面積割合 図２　各小学校区に重なる連合町内会の面積割合

図４　小学校区に重なる
連合町内会区域

図５　小学校区に重なる
地域防災拠点区域
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５　

ま
と
め

本
調
査
を
と
お
し
、
地
縁
型

住
民
自
治
組
織
や
、
各
種
地
域
組

織
の
多
く
が
、
全
市
域
に
同
様
に

存
在
す
る
一
方
、
商
店
街
組
織
や

市
民
活
動
組
織
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
間
を
つ
な
ぐ
組
織
な
ど
の
有

無
は
、
地
域
に
よ
り
状
況
が
異
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
調
査
対
象

地
に
お
け
る
成
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
築
に
は
、
い
ず
れ
も
多
様
な
主

体
が
関
わ
っ
て
い
た
。
地
域
協
働

の
参
画
者
と
な
り
う
る
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
そ
の
活
動
圏
域
を
地

域
ご
と
に
整
理
・
把
握
し
、
連
携

策
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ら
れ
る
。
例
示
し
た
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
マ
ッ
プ
は
、
関
係
各
所

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
き
作
成

し
た
も
の
で
あ
り
、
他
に
も
多
く

の
市
民
活
動
組
織
等
が
活
動
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
さ
ら
な

る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
同
じ
小
学
校
区
に
混

在
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
学
校

を
中
心
に
し
た
５
０
０
ｍ
圏
内
に

も
複
数
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

複
雑
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
、

定
量
的
か
つ
視
覚
的
に
把
握
で
き

た
。
活
動
圏
域
可
視
化
の
結
果
、

空
白
エ
リ
ア
等
の
当
該
地
域
の
地

理
的
な
状
況
把
握
が
必
要
で
あ

り
、
組
織
間
・
地
域
間
の
連
携
促

進
（
イ
ベ
ン
ト
・
拠
点
づ
く
り
等
）

の
潜
在
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
ま

た
、
活
動
の
場
と
な
り
う
る
学
校

や
公
園
な
ど
既
存
公
共
施
設
の
立

地
状
況
も
地
域
に
よ
り
異
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。以
上
を
ふ
ま
え
、

地
域
協
働
促
進
に
は
、
連
携
・
活

用
可
能
な
人
的
・
物
的
地
域
資
源

を
網
羅
的
に
整
理
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
調
査
を
と

お
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域

ま
ち
づ
く
り
へ
の
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
た
。

６　

今
後
の
展
望

今
後
の
展
望
を
以
下
に
ま
と

め
る
。

地
域
で
の
様
々
な
分
野
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
マ
ッ
プ
作
成
を

と
お
し
、
学
区
や
自
治
会
町
内
会

等
を
範
囲
と
す
る
地
域
の
様
々
な

分
野
の
人
的
資
源
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
の
成
育
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
構
築
の
た
め
の
人
的
資
源

の
発
掘
と
そ
の
活
用
の
検
討
が
容

易
に
な
る
。
さ
ら
に
、
放
課
後
児

童
育
成
施
策
や
青
少
年
自
立
支
援

施
策
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
総

合
学
習
の
補
助
教
材
と
し
て
の
活

用
、
ま
た
、
地
域
展
開
型
の
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
圏

域
の
可
視
化
を
と
お
し
、
地
域
に

関
わ
る
人
的
・
物
的
地
域
資
源
を

横
断
し
て
面
的
に
捉
え
る
こ
と

で
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
に
際
し
て
、
子
ど
も
・
家
庭
・

学
校
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

関
係
づ
く
り
を
図
る
基
礎
資
料
に

な
る
と
と
も
に
、
学
校
を
地
域
活

動
拠
点
と
す
る
こ
と
の
可
能
性
や

効
果
等
が
検
証
可
能
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

本
研
究
の
成
果
が
、
成
熟
型

社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

公
共
施
設
等
の
再
配
置
計
画
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
、
地
域

協
働
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

最
後
に
、
本
調
査
を
進
め
る

に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
地
域
住
民
・
学
校
の
方
々
、
保

土
ケ
谷
区
役
所
・
横
浜
市
関
係
各

局
の
方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

図７　小学校徒歩圏にみる活動圏域の重なり 図６　小学校区における地域資源


